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耕作しないでいると…!?

許可なく転用してしまうと…!?

耕作しないでいると…!?

許可なく転用してしまうと…!?

遊休農地に対する指導が強化されました。

◆現  行◆ ◆改  正◆
3年以下の懲役または
300万円以下の罰金
（法人は300万円以下の罰金）

3年以上の懲役または
300万円以下の罰金
（法人は1億円以下の罰金）

第 64号（４）（１）第 64号

第 64 号
発 行  編  集

倉吉市農業委員会
鳥取県倉吉市東町435-1
倉 吉 市 役 所 北 庁 舎
☎0858-22-8171
　0858-23-9100FAX

地　区 地　目 平均額 最高額 最低額 データ数

倉吉市全域
田 8,200円 11,000円 2,200円 1,006
畑 6,400円 10,000円 2,800円 111

※農地の貸し借りに伴う賃貸料の目安となる実勢の賃借料です。

お知らせお知らせ

倉 吉 市 賃 借 料 情 報
農地法の改正により、従来の標準小作料制度は廃
止となりました。
これに代わり、賃借料の情報提供を行うこととな
りました。
平成 21年 1月から 12月までに締結（公告）され
た賃貸借における、賃借料水準（10 a 当たり）は、
下表のとおりとなっております。

作　業　区　分 標準額
（税込み）

摘　　　要
（10 a当たり）

普 通 田 植 6,825円

側 条 施 肥 田 植 7,875円 肥料代は別途計算

薬剤同時処理田植 7,875円 薬剤代は別途計算

荒 か き 4,725円

代 か き 6,825円

稲 コ ン バ イ ン 16,275円 雑草・変形田等　20％増
倒伏30～69％　20％増
倒伏70％以上　30％増
結束2,100円増麦 コ ン バ イ ン 12,075円

バ イ ン ダ ー 8,400円

ハ ー ベ ス タ ー 8,400円 依頼者1名出役

耕　　転

田 全耕 6,825円

畑
全耕 5,775円

深耕 15,750円

薬 剤 散 布 1,575円 薬剤代は別途計算

一般農作業労働賃金 6,400円 1日8時間・賄いなし

大豆・小豆
栽　　  培

播　　種 4,200円 施肥同時の場合は1,050円増

中耕培土 5,250円

脱　　穀 5,775円 依頼者1名出役

コンバイン 8,925円

畦 づ く り 63円 片畦1m当たり

もみ・大豆
運　　 搬

小　　袋 157.50円 1袋

大　　袋 5.67円 1㎏につき※袋使用料込み

草 刈 1,575円 畦1時間当たり

（注）環境不良田、畑（8a未満のほ場・湿田等）は20％増しとします。

平成23年倉吉市農作業労働標準賃金
今年の農作業労働標準賃金は下表のとおりです。
標準額については、農作業の受委託の際の目安と
なるものです。決定については、当事者間で話し合っ
てください。
詳しくは、農業委員会にお尋ね下さい。

一人ひとりの農業者を応援する
　　　　農業者年金に加入しましょう!!

○あなたの老後生活への備えは十分ですか？
○年金は、家族一人ひとりについて準備する
　ことが大切です！
○老後の備えは国民年金プラス農業者年金が
　安心です！
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【問合せ先】 倉吉市役所北庁舎
 農業委員会事務局
 電話 22-8171
 FAX 23-9100

違反転用

違反転用に対する罰則が強化されました。

●違反転用等に対する処分・罰則が強化
　されました。

●県知事等による
　行政代執行制度
　が創設されました。

● すべての遊休農地が指導の対象となりました。

● 農業委員会が、年に1回農地の利用状況を調査
　します。

● 遊休農地の所有者
 等に対しては、
 農業委員会が指導・
 勧告等を
 行います。

農地パトロール
なくそう遊休農地・違反転用

●農地利用集積円滑化事業が創設されました。
●農地所有者は、農地の貸付先を自分で探す必要がなく、安心
　して農地を任せることができます。
●認定農業者などの農地の受け手は、多数の農地所有者と交渉
　する必要がなく、バラバラになっている農地を面的にまとめ
　ることができます。
　　　　　　　 農地利用集積事業のあらまし
　農地利用集積円滑化団体が農地の貸し借りの協議・調整を
行って面的にまとめることにより、認定農業者など意欲のある
農業者が農業経営をしやすくする仕組みです。
　【問合せ先】 農地利用集積円滑化団体
　　　　　　   鳥取中央農業協同組合
　　　　　　　TEL（0858）23-3000

「農地利用集積円滑化事業」のご案内

農業委員会の農家相談会が新しく
くらよし農家相談会として

平成23年4月20日スタート！
地域内農業者の皆さん

なんでも相談ください‼
あなたの農業経営を応援します。

●相談場所：JA中央営農センター会議室
●相談時間：午前 9時から午後 3時まで
※毎月 1回（第 3水曜日）但し、祝祭日の場合は翌日

倉吉市担い手育成総合支援協議会
【申込・問合せ先】倉吉市農林課

TEL22-8157   FAX23-9100

平成21年12月15日、「農地の利用に関する責務規定」を設けた
改正農地法等が施行され、新たな農地制度がスタートしました。

農地パトロール
なくそう遊休農地・違反転用

平成22年12月~平成23年2月末　遊休農地所有者へ
農業委員の訪問等による口頭指導・意向確認の実施

平成22年8月4日　農地パトロール実施

hashimotosi
テキストボックス
下
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生命の維持・存続に欠かせない最も重要なもののひとつに「食べ物」があります。食料の大部分は、空気・水・
土地など、自然の恩恵を受けながら、田・畑・果樹園・畜舎等で、人の手によって栽培・養育され、美味しく、
安全で、安定供給できるように、限られた条件で工夫しながら生産活動をしているのが「農業」です。
将来も美味しく、安全で豊かな食料の生産と供給の確保のため、みんながきれいな空気・水・風土の保持に

心がけ、健康で暮らしやすい倉吉市にしましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

― 生命と農業の関わり ―
土・太陽・水―農地（田・畑）から食卓まで

　倉吉すいかは、大山山麓から日本海まで、西日本有数の肥沃な畑地帯の豊かな大地で、雨の日も風の日も
毎日 “愛情” 込めてすいかを栽培　倉吉のスイカは果肉が明るい鮮紅色で肉質も適度に絞りがきいてシャリ
感があります。
　栽培面積 90ha（甲子園球場グラウンドの約60個分）

倉吉すいか
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（土佐文旦栽培畑）

春には純白のかわいらしい花が咲き、

夏には小さい実がなり、秋には黄色に

色づきはじめ、冬には立派な果実と

なります。

（宇和島市農業委員会研修風景）
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大根収穫体験コーナー　参加料百円・大根お一人様四本限り
大勢の参加者で賑わいました。
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キ
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あ
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里
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市
服
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感があります。
　栽培面積 90ha（甲子園球場グラウンドの約60個分）

倉吉すいか

†††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††

地
産
地
消 

活
気
溢
れ
る
地
域

（大串農園研修風景）

倉吉のすいか作り

定　　植 2月25日～3月20日

つる引き・交配　4月上旬～5月中
旬

収　　穫 6月上旬～7月下旬

品　　種 まつりばやし・ごくみ

高
知
県
宿
毛
市
大
串
農
園
・
宇
和
島
市
農
業
委
員
会

高
知
県
宿
毛
市
大
串
農
園
の
視
察
目
的

宇
和
島
市
農
業
委
員
会
の
視
察
目
的

農
業
ヘ
ル
パ
ー
の
推
進
等
）
地
域
農
業
振
興

農
業
委
員
会
協
力
員
制
度
の
設
置

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
、
農
業
委
員
の
少
な
い
地

域
で
は
、
協
力
員
の
ア
ド
バ
イ
ス

農
業
委
員
会
兼
務
職
員
制
度　

三
支
所
の
建
設
系
職
員
二
名
ず
つ
に
農
業
委
員
会

兼
務
辞
令

職
員
が
支
所
に
週
に
一
日
常
駐

食
育
（
地
産
地
消
）
出
前
講
座
の
開
催

研
修
成
果

●
農
業
経
営
は
、
家
族
経
営
協
定
の
必
要
性

●
法
人
は
、
従
業
員
は
社
長
と
肩
を
並
べ
社
員
と
し
て

　

会
社
の
運
営
に
携
わ
る
。

●
6
次
産
業
化
の
重
要
性

●
地
域
の
活
性
化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
は
、
農
業
委

　

員
ほ
か
協
力
員
の
多
く
の
目
配
り
が
大
切

●
協
力
員
の
設
置
・
農
業
経
営
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
等

　

農
業
に
多
く
の
人
の
目
配
り
、
き
め
細
か
い
担
い
手
育

　

成
が
農
地
を
活
か
し
地
域
農
業
の
発
展
・
市
発
展
に
な

　

る
こ
と
を
研
修
し
最
良
の
研
修
と
な
っ
た
。

（土佐文旦栽培畑）

春には純白のかわいらしい花が咲き、

夏には小さい実がなり、秋には黄色に

色づきはじめ、冬には立派な果実と

なります。

（宇和島市農業委員会研修風景）

地
産
地
消 

活
気
溢
れ
る
地
域

　

地
域
に
愛
さ
れ
て
十
四
回
「
服
部
秋
の
収
穫
祭
」
が
、

平
成
二
十
二
年
十
月
十
七
日
㈰
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で

服
部
ふ
れ
あ
い
広
場
（
旧
服
部
集
荷
場
）
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
地
元
農
産
物
・
加
工
品
・
花
木
・
花
・
米
等
の
即

売
コ
ー
ナ
ー
・
模
擬
店
（
お
も
ち
・
焼
き
そ
ば
・
ジ
ュ
ー
ス
・

お
こ
わ
）・
大
根
の
収
穫
体
験
も
行
な
わ
れ
、
地
元
住
民
や

大
勢
の
一
般
市
民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

集
落
住
民
の
こ
の
よ
う
な
活
動
が
評
価
さ
れ
、
平
成

二
十
三
年
一
月
二
十
七
日
、
平
成
二
十
二
年
度
鳥
取
県
が

ん
ば
る
住
民
自
治
活
動
団
体
等
表
彰
で
服
部
集
落
が
知
事

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

大根収穫体験コーナー　参加料百円・大根お一人様四本限り
大勢の参加者で賑わいました。

ス
テ
キ
な
出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
の
里

倉
吉
市
服
部
集
落
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耕作しないでいると…!?

許可なく転用してしまうと…!?

耕作しないでいると…!?

許可なく転用してしまうと…!?

遊休農地に対する指導が強化されました。

◆現  行◆ ◆改  正◆
3年以下の懲役または
300万円以下の罰金
（法人は300万円以下の罰金）

3年以上の懲役または
300万円以下の罰金
（法人は1億円以下の罰金）

第 64号（４）（１）第 64号

第 64 号
発 行  編  集

倉吉市農業委員会
鳥取県倉吉市東町435-1
倉 吉 市 役 所 北 庁 舎
☎0858-22-8171
　0858-23-9100FAX

地　区 地　目 平均額 最高額 最低額 データ数

倉吉市全域
田 8,200円 11,000円 2,200円 1,006
畑 6,400円 10,000円 2,800円 111

※農地の貸し借りに伴う賃貸料の目安となる実勢の賃借料です。

お知らせお知らせ

倉 吉 市 賃 借 料 情 報
農地法の改正により、従来の標準小作料制度は廃
止となりました。
これに代わり、賃借料の情報提供を行うこととな
りました。
平成 21年 1月から 12月までに締結（公告）され
た賃貸借における、賃借料水準（10 a 当たり）は、
下表のとおりとなっております。

作　業　区　分 標準額
（税込み）

摘　　　要
（10 a当たり）

普 通 田 植 6,825円

側 条 施 肥 田 植 7,875円 肥料代は別途計算

薬剤同時処理田植 7,875円 薬剤代は別途計算

荒 か き 4,725円

代 か き 6,825円

稲 コ ン バ イ ン 16,275円 雑草・変形田等　20％増
倒伏30～69％　20％増
倒伏70％以上　30％増
結束2,100円増麦 コ ン バ イ ン 12,075円

バ イ ン ダ ー 8,400円

ハ ー ベ ス タ ー 8,400円 依頼者1名出役

耕　　転

田 全耕 6,825円

畑
全耕 5,775円

深耕 15,750円

薬 剤 散 布 1,575円 薬剤代は別途計算

一般農作業労働賃金 6,400円 1日8時間・賄いなし

大豆・小豆
栽　　  培

播　　種 4,200円 施肥同時の場合は1,050円増

中耕培土 5,250円

脱　　穀 5,775円 依頼者1名出役

コンバイン 8,925円

畦 づ く り 63円 片畦1m当たり

もみ・大豆
運　　 搬

小　　袋 157.50円 1袋

大　　袋 5.67円 1㎏につき※袋使用料込み

草 刈 1,575円 畦1時間当たり

（注）環境不良田、畑（8a未満のほ場・湿田等）は20％増しとします。

平成23年倉吉市農作業労働標準賃金
今年の農作業労働標準賃金は下表のとおりです。
標準額については、農作業の受委託の際の目安と
なるものです。決定については、当事者間で話し合っ
てください。
詳しくは、農業委員会にお尋ね下さい。

一人ひとりの農業者を応援する
　　　　農業者年金に加入しましょう!!

○あなたの老後生活への備えは十分ですか？
○年金は、家族一人ひとりについて準備する
　ことが大切です！
○老後の備えは国民年金プラス農業者年金が
　安心です！

全
国
農
業
新
聞
を
読
み
ま
し
ょ
う
！

　

新
し
い
農
業
・
農
村
の
動
き
・
新
経
営
戦
略
や
営
農
技
術
・
流
通
・

家
庭
と
暮
ら
し
な
ど
的
確
で
役
立
つ
情
報
誌
で
す
。

　
　

発　

行　

全
国
農
業
会
議
所　

発
行
日　

毎
週
金
曜
日

　
　

購
読
料　

一
ヶ
月　

六
〇
〇
円

　
　

申
込
先　

農
業
委
員
会
又
は
農
業
委
員
会
事
務
局

農
業
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
紹
介

　

農
業
者
の
皆
さ
ん
に
い
ち
早
く
情
報
を
知
っ
て
頂
く
た
め
、
倉
吉
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

編集部
より

農
業
委
員
会
だ
よ
り
の
編
集
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
市
民
の

皆
様
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
誌
と
な
る
よ
う
、
身
近
な

情
報
・
ご
意
見
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【問合せ先】 倉吉市役所北庁舎
 農業委員会事務局
 電話 22-8171
 FAX 23-9100

違反転用

違反転用に対する罰則が強化されました。

●違反転用等に対する処分・罰則が強化
　されました。

●県知事等による
　行政代執行制度
　が創設されました。

● すべての遊休農地が指導の対象となりました。

● 農業委員会が、年に1回農地の利用状況を調査
　します。

● 遊休農地の所有者
 等に対しては、
 農業委員会が指導・
 勧告等を
 行います。

農地パトロール
なくそう遊休農地・違反転用

●農地利用集積円滑化事業が創設されました。
●農地所有者は、農地の貸付先を自分で探す必要がなく、安心
　して農地を任せることができます。
●認定農業者などの農地の受け手は、多数の農地所有者と交渉
　する必要がなく、バラバラになっている農地を面的にまとめ
　ることができます。
　　　　　　　 農地利用集積事業のあらまし
　農地利用集積円滑化団体が農地の貸し借りの協議・調整を
行って面的にまとめることにより、認定農業者など意欲のある
農業者が農業経営をしやすくする仕組みです。
　【問合せ先】 農地利用集積円滑化団体
　　　　　　   鳥取中央農業協同組合
　　　　　　　TEL（0858）23-3000

「農地利用集積円滑化事業」のご案内

農業委員会の農家相談会が新しく
くらよし農家相談会として

平成23年4月20日スタート！
地域内農業者の皆さん

なんでも相談ください‼
あなたの農業経営を応援します。

●相談場所：JA中央営農センター会議室
●相談時間：午前 9時から午後 3時まで
※毎月 1回（第 3水曜日）但し、祝祭日の場合は翌日

倉吉市担い手育成総合支援協議会
【申込・問合せ先】倉吉市農林課

TEL22-8157   FAX23-9100

平成21年12月15日、「農地の利用に関する責務規定」を設けた
改正農地法等が施行され、新たな農地制度がスタートしました。

農地パトロール
なくそう遊休農地・違反転用

平成22年12月~平成23年2月末　遊休農地所有者へ
農業委員の訪問等による口頭指導・意向確認の実施

平成22年8月4日　農地パトロール実施




